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第 4 回 11 月 27
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第６回 ３月 25

2011 年度 どなたでも参加できます。（事前予約不要）

曽■ 講師紹介

NPO 法人グ

公開セミナーのご案内
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時〜12時  会場：高松市男女共同参画センター 

、大人にとっても意味深く感じられる時があります。

リーフワークについて考えます。

人はどのような状態に陥るのか。また、悲嘆からの回

のか。異なる３タイプの喪失の絵本を通して考えてみ

験の時期によって違いがあるかどうかについてもお
テーマ 講師

東日本大震災後のグリーフワーク

〜大災害後のこころのケア〜

溝淵 由理

グリーフワークとの出会い 杉山 洋子

グリーフワークと電話相談への思い 古澤 光子

喪失と再生について 池島 邦夫
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失った人たちが、喪失にともなう悲哀の中で自分にあったや

程のことです。公開セミナーでは、自分自身のグリーフワーク

体験者を支える援助者の立場として、自由に話し合い互いに

クへの理解を深めていくことを目的としております。

が変更になる場合もあります。参加ご希望の方は、念のため

いただくか、事前に事務局へお問い合わせください。

開催時間：10 時〜12 時
会場：高松市男女共同参画センター（高松市錦町1−20−11） TEL：087−821−2611 参加費：500円 
クかがわ TEL：090-6288-1011 URL：
http://www.griefwork.jp/


